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1.  平成23年2月期第2四半期の業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 21,242 △9.9 319 △36.5 386 △44.2 187 △55.1
22年2月期第2四半期 23,574 ― 502 ― 693 ― 417 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 16.88 ―
22年2月期第2四半期 37.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 19,292 8,575 44.4 771.52
22年2月期 20,050 8,532 42.5 767.65

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  8,567百万円 22年2月期  8,524百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
23年2月期 ― 0.00
23年2月期 

（予想）
― 12.00 12.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 △7.5 500 △31.6 600 △38.3 250 49.3 22.51



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 11,105,200株 22年2月期  11,105,200株
② 期末自己株式数 23年2月期2Q  1,034株 22年2月期  858株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 11,104,254株 22年2月期2Q 11,104,602株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記業績予想につきましては、発表日現在において現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、経済状況等により実績はこれらの予想数値か
ら乖離する可能性があります。 
業績予想の前提となる条件等については、［添付資料］Ｐ．3「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間の経済状況は、昨年来の景気低迷の影響から、依然、先行きが不透明な状態で推移いた

しました。小売業界におきましても、個人消費の伸び悩みに加え、企業間における、店舗競争や価格競争の激化

などにより、厳しい経営環境が続いております。  

このような環境の中、当社は、食品スーパーマーケット事業に経営資源を集約し、営業面の充実を図ってまい

りました。  

平成22年７月には、当社が取り組む「食の提案型スーパーマーケット」の新フォーマット１号店として「ジョ

イス三関店」（岩手県一関市）を移転、新築いたしました。同店は「出来立て、作りたて、プレクック（半加

工）」を基本とした「鮮度と味」にこだわった新しいＭＤ（マーチャンダイジング）を数多く導入いたしまし

た。特に、多くのお客様のライフスタイルに対応するために惣菜とベーカリーコーナーを充実させ、時間帯別の

品揃えも強化しております。また、店舗のオール電化や高効率、省エネタイプの照明や設備を積極的に導入し、

環境に配慮した店舗となっております。この三関店のフォーマットを来年度以降の新規出店モデルとし、様々な

検証を重ねてまいります。 

既存店の活性化といたしまして、平成22年５月に「ロッキー球場前店」（岩手県盛岡市）、平成22年６月に

「ロッキーみずさわ店」（岩手県奥州市）を大幅に改装し、ディスカウント型から地域の皆様の利便性向上を目

指した食品スーパーマーケットへ転換し、「ジョイス球場前店」「ジョイス水沢佐倉河店」としてそれぞれリニ

ューアルオープンいたしました。なお、その他の「ロッキー」２店舗につきましても食品スーパーマーケットへ

の転換を実施しております。 

一方、お客様の価格に対する意識の高まりから、日常生活に必要な商品を中心に、約1,700品目の商品を「家

計応援価格」として選定し、値下げを実施いたしました。なお、対象商品は月ごとに見直しを図っております。 

これらの結果、営業収益（売上高とテナント収入の合計）は前事業年度に実施した衣料部門の撤退及び雑貨部

門の縮小や、店舗の改装及び移転に伴う休業日の発生等により212億42百万円（前年同期比9.9％減）となりまし

た。利益面につきましては荒利益率の改善や経費の抜本的な見直しを継続して実施しましたが、売上の減少分を

カバーするには至らず、改装に伴う経費負担増もあり、営業利益は３億19百万円（同36.5％減）、経常利益は３

億86百万円（同44.2％減）、四半期当期純利益は１億87百万円（同55.1％減）となりました。  

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末より７億57百万円減少して192億92百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金の減少８億86百万円などがあったことによるものです。 

負債は前事業年度末より８億円減少して107億17百万円となりました。これは主に、長期借入金の増加６億54

百万円があった一方、買掛金の減少11億84百万円、未払消費税の減少１億58百万円などがあったことによるもの

です。 

純資産は、前事業年度末より42百万円増加して、85億75百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計

上１億87百万円があった一方、配当金の支払い１億33百万円があったことによるものです。 

  

（キャッシュ・フローの分析） 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ、８億86百万円減少して29億41

百万円となりました。 

各活動のキャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益３億39百万円、減価償却費３億55百万円などがあ

りましたが、仕入債務の減少11億84百万円、未払金の減少１億88百万円などにより８億74百万円の支出となりま

した。 

投資活動によるキャッシュ・フローは６億49百万円の支出となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得に

よる支出６億49百万円、預り保証金の返還による支出28百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは６億21百万円の収入となりました。主な内訳は、長期借入金の返済によ

る支出５億45百万円があった一方、長期借入れによる収入12億円などによるものです。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

㈱ジョイス（8080）平成23年２月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

2



  

（３）業績予想に関する定性的情報 

当社の事業を取り巻く社会経済環境は依然として厳しく、当第２四半期累計期間の業績予想につきましては、

差異が生じる結果となりました。これにより、当社では、当第２四半期累計期間における業績の実績を勘案する

とともに、通期につきましても平成22年４月13日に公表いたしました業績予想を修正いたしました。 

なお、当第２四半期累計期間の業績予想との差異及び通期業績予想は、本日（平成22年10月５日）別途開示い

たしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理  

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しておりま 

す。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状 

況に著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・ 

プランニングを利用しています。 

  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成22年３月１日 
至 平成22年８月31日） 

（役員退職慰労引当金） 当社は、従来、役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しておりましたが、平成22年２月８日開催の取締役会において、平成22年５月

25日開催の第69回定時株主総会終結のときをもって役員退職慰労金制度を廃止するこ

とを決議したことに伴い、同総会において同日までの退職慰労金については打切り支

給することとし、対象役員の退任時に支給することが決議されました。 

これにより、役員退職慰労引当金は全額取崩し、流動負債の「その他」に87百万円

を、固定負債の「その他」に40百万円をそれぞれ含めて計上しております。  
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期 
会計期間末 

(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,989 3,875

商品 1,260 1,275

貯蔵品 37 33

その他 769 833

流動資産合計 5,056 6,018

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,563 6,456

土地 5,012 4,806

その他（純額） 374 302

有形固定資産合計 11,950 11,566

無形固定資産 332 358

投資その他の資産 1,953 2,107

固定資産合計 14,236 14,032

資産合計 19,292 20,050

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,300 3,484

短期借入金 2,470 2,370

1年内返済予定の長期借入金 1,047 878

未払法人税等 75 72

賞与引当金 16 －

ポイント引当金 68 65

その他 1,388 1,637

流動負債合計 7,367 8,509

固定負債   

長期借入金 1,509 1,024

退職給付引当金 1,093 1,123

役員退職慰労引当金 － 125

その他 747 734

固定負債合計 3,349 3,008

負債合計 10,717 11,517
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（単位：百万円）

当第２四半期 
会計期間末 

(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,052 1,052

資本剰余金 968 968

利益剰余金 6,584 6,530

自己株式 △0 △0

株主資本合計 8,605 8,551

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △38 △27

評価・換算差額等合計 △38 △27

新株予約権 8 8

純資産合計 8,575 8,532

負債純資産合計 19,292 20,050
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 23,260 20,954

売上原価 17,379 15,554

売上総利益 5,880 5,399

営業収入 314 287

営業総利益 6,194 5,687

販売費及び一般管理費 5,692 5,368

営業利益 502 319

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 113 10

不動産賃貸料 94 90

その他 43 39

営業外収益合計 255 144

営業外費用   

支払利息 21 14

不動産賃貸原価 35 60

その他 7 1

営業外費用合計 64 76

経常利益 693 386

特別利益   

固定資産売却益 0 －

テナント退店違約金受入 11 1

抱合せ株式消滅差益 － 4

特別利益合計 11 6

特別損失   

固定資産除却損 9 16

投資有価証券売却損 － 0

店舗閉鎖損失 4 36

特別損失合計 13 54

税引前四半期純利益 691 339

法人税、住民税及び事業税 229 65

法人税等調整額 45 86

法人税等合計 274 151

四半期純利益 417 187
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（第２四半期会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 11,859 10,787

売上原価 8,894 7,999

売上総利益 2,965 2,788

営業収入 158 140

営業総利益 3,123 2,928

販売費及び一般管理費 2,872 2,727

営業利益 250 201

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 99 1

不動産賃貸料 47 45

その他 23 17

営業外収益合計 172 65

営業外費用   

支払利息 9 7

不動産賃貸原価 17 29

その他 3 0

営業外費用合計 31 38

経常利益 391 228

特別利益   

テナント退店違約金受入 8 －

抱合せ株式消滅差益 － 4

特別利益合計 8 4

特別損失   

固定資産除却損 7 5

投資有価証券売却損 － 0

店舗閉鎖損失 － 36

特別損失合計 7 43

税引前四半期純利益 392 190

法人税、住民税及び事業税 100 △5

法人税等調整額 48 80

法人税等合計 149 75

四半期純利益 243 114
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 691 339

減価償却費 410 355

受取利息及び受取配当金 △116 △13

支払利息 21 14

たな卸資産の増減額（△は増加） 233 11

未収入金の増減額（△は増加） 107 48

仕入債務の増減額（△は減少） △1,212 △1,184

未払金の増減額（△は減少） △262 △188

未払消費税等の増減額（△は減少） － △158

その他 74 △42

小計 △51 △817

利息及び配当金の受取額 114 12

利息の支払額 △19 △13

店舗閉鎖損失 △4 －

法人税等の支払額 △81 △58

その他の収入 4 1

営業活動によるキャッシュ・フロー △37 △874

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △128 △649

預り保証金の返還による支出 △33 △28

預り保証金の受入による収入 22 1

差入保証金の回収による収入 1 48

その他 △14 △22

投資活動によるキャッシュ・フロー △153 △649

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 100

長期借入れによる収入 － 1,200

長期借入金の返済による支出 △563 △545

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △132 △133

財務活動によるキャッシュ・フロー △696 621

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △887 △903

現金及び現金同等物の期首残高 3,789 3,828

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

－ 16

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,902 2,941
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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